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①
災
害
情
報
テ
レ
フ
ォ
ン

ガ
イ
ド

　

市
内
で
発
生
し
た
火
災
な
ど

に
よ
る
消
防
署
の
出
動
情
報
を

入
手
で
き
ま
す
。

☎
０
１
８
（
０
９
９
）
５
６
７
８

＊
通
話
料
金
が
発
生
し
ま
す
。

＊
一
部
の
電
話
で
は
利
用
で
き

　

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
ま
き
の
は
ら
Ｔ
ｅ
ａ

メ
ー
ル
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト

　

建
物
・
山
林
火
災
情
報
に
つ

い
て
は
、
メ
ー
ル
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
配
信
し
て
い
ま
す
。

▼
ま
き
の
は
ら
Ｔ
ｅ
ａ
メ
ー
ル

　

左
の
ア
ド
レ
ス
を
直
接
入
力

す
る
か
、
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
、
空
メ
ー
ル
を
送
っ

て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

bousai.m
akinohara-city

　

@
raiden2.ktaiw

ork.jp

▼
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

（
ア
カ
ウ
ン
ト
名
＝
牧
之
原
市
）

　

ホ
ー
ム
画
面
で
「
牧
之
原
市
」

と
検
索
す
る
か
、
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
友
だ
ち

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

    

消
防
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

女
性
消
防
隊

　

牧
之
原
市
消
防
団
女
性
消
防
隊
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

女
性
消
防
隊
は
、
火
災
現
場
へ
向
か

う
男
性
消
防
団
員
と
は
違
い
、
女
性
な

ら
で
は
の
視
点
か
ら
地
域
に
貢
献
す
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
消
防
隊
で
は
、
新
入
団
員
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
入
隊
し
て
、

私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

平
成
29
年
３
月
12
日
の
法
律
改
正
に

よ
り
、
普
通
免
許
で
運
転
可
能
な
車
両

総
重
量
が
３
・
５
ト
ン
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
法
改
正
後
に
取
得

し
た
普
通
免
許
で
は
、
市
消
防
団
で
所

有
す
る
３
・
５
ト
ン
以
上
の
消
防
車
両

を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
消
防
団
員
を
対
象

と
し
て
、
準
中
型
自
動
車
運
転
免
許

取
得
費
用
の
補
助
制
度
を
創
設
し
ま
し

た
。
そ
の
他
、
静
岡
県
消
防
協
会
の
補

助
制
度
も
併
せ
て
利
用
で
き
ま
す
。

入団のきっかけは、社会人にな
り地域に貢献できることがした
いと考えたことです。入団前は
「自分にできるだろうか」と不
安もありましたが、実際に入団
してみると、分団長をはじめ先
輩団員の皆さんはとても優しく、
楽しく活動しています。
消防団員として責任感を持ち、
地域に貢献できるよう、一生懸
命活動していきます。

良
ら

知
ち

 恵
け い

太
た

 団員（坂部区）

第３分団新入団員から（大江区・片浜区）
今
い ま

村
む ら

 晋
し ん

也
や

 分団長
第８分団から

私たち第８分団は、大江区・片浜区を管轄しており、「自
らの地域は、自ら守る」を胸に、35人で消防団活動
を行っています。
本年は新型コロナウイルスの影響により、短時間集中
で訓練を行っていますが、災害はいつ起こるかわかり
ません。最近では竜巻被害が記憶に新しく、災害が多
様化しており、消防団が必要とされることが多くなっ
てきていると感じています。
市民の生命財産を守るため、私たちと生まれ育った地
域を守っていきませんか。

　

牧
之
原
市
消
防
団
は
、
現
在
４
７
２

人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
安

全
安
心
の
た
め
、
地
域
防
災
の
中
核
を

担
っ
て
い
ま
す
。

［
消
防
団
Ｑ
＆
Ａ
］

Ｑ　

消
防
団
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る

の
？

Ａ　

消
火
活
動
、
風
水
害
対
応
、
花
火

　

大
会
警
備
、
防
災
訓
練
な
ど
の
地
域

　

活
動
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に

　

参
加
し
ま
す
。

Ｑ　

消
防
団
に
入
る
た
め
に
は
？

Ａ　

市
内
に
居
住
、
勤
務
、
在
学
す
る

　

人
で
、
年
齢
が
18
歳
以
上
な
ら
、
誰

　

で
も
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

準
中
型
自
動
車
運
転
免
許
の

 

取
得
費
用
を
補
助
し
ま
す

　
牧
之
原
市
消
防
団
新
入
団
員
募
集
！

市内保育園での花火教室

Ｑ　

仕
事
で
忙
し
い
場
合
は
？

Ａ　

も
ち
ろ
ん
仕
事
や
学
業
を
優
先
し

　

て
く
だ
さ
い
。
団
員
は
、
仕
事
や
学

　

業
と
両
立
し
、
家
庭
の
協
力
を
得
な

　

が
ら
、
空
い
た
時
間
で
活
動
し
て
い

　

ま
す
。

Ｑ　

消
防
団
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
？

Ａ　

消
防
団
員
は
非
常
勤
特
別
職
の
地

　

方
公
務
員
で
す
。
活
動
に
必
要
な
資

　

機
材
は
無
償
で
貸
与
さ
れ
、
活
動
年

　

数
に
応
じ
た
退
職
報
奨
金
が
支
給
さ

　

れ
ま
す
。
公
務
災
害
補
償
な
ど
福
利

　

厚
生
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

消
防
団
に
入
っ
て
良
か
っ
た
こ
と

　

は
？

Ａ　

地
域
や
仲
間
と
の
つ
な
が
り
が
で

　

き
ま
す
。
学
生
時
代
の
同
級
生
や
先

　

輩
・
後
輩
と
再
会
し
た
り
、
消
防
団

　

を
通
じ
て
新
し
い
仲
間
が
で
き
ま
す
。

実質負担額ゼロ

（例）
免許取得費用

15万円

準中型自動車運転免許
取得事業費補助制度

牧之原市から
10万円の補助

準中型自動車運転免許
平成29年３月12日に新た
に施行された、「普通免許」
と「中型免許」の間に当た
る新しい運転免許の種類。
この免許を取得すること
で、車両総重量７．５トン
未満、最大積載量４．５ト
ン未満の車両を運転するこ
とができます。

出初め式式典（過去の様子）

［
具
体
的
な
活
動
例
］

●
応
急
手
当
普
及
員
の
資
格
を
取
得

　

し
、
地
域
で
応
急
救
護
普
及
活
動
を

　

実
施

●
幼
稚
園
、
保
育
園
を
ま
わ
り
、
子
ど

　

も
た
ち
へ
花
火
の
安
全
な
遊
び
方
を

　

教
え
る
花
火
教
室
を
実
施

●
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会
へ

　

の
参
加

●
辞
令
交
付
式
や
出
初
め
式
な
ど
消
防

　

団
式
典
へ
の
参
加

●
そ
の
他
、
夜
警
巡
視
な
ど
啓
発
活
動

　

や
広
報
活
動
を
実
施

メッセージ

静岡県消防協会から
５万円の補助

③
夜
警
巡
視
に
ご
協
力
を

　

消
防
団
で
は
、
夜
警
巡
視
を

12
月
か
ら
２
月
末
ま
で
実
施
し
、

火
災
の
発
生
予
防
お
よ
び
早
期

発
見
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

夜
間
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
消

防
車
輌
で
巡
回
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
巡
視
期
間
や
時
間
帯
は
、

地
域
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

④
新
春
出
初
め
式

　

令
和
４
年
牧
之
原
市
消
防
団

出
初
め
式
を
執
り
行
い
ま
す
。

１
年
の
無
火
災
・
無
災
害
を
祈

願
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
な
ど

に
よ
り
、
式
典
を
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

日
時　

令
和
４
年
１
月
９
日


　
　
　

午
後
２
時
～

場
所　
相
良
中
学
校

まきのはらTeaメール

LINE公式アカウント

82021.12 MAKINOHARA9 MAKINOHARA 2021.12



　
消
防
団
協
力
事
業
所
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か

牧之原市消防団広報－架け橋　第19号

　

市
で
は
、
牧
之
原
市
消
防
団
に
積
極

的
に
協
力
し
て
い
る
事
業
所
や
団
体
に

対
し
て
、「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
協
力
事
業
所
に
な
る
に
は

　

次
の
要
件
を
１
つ
以
上
満
た
す
こ
と

で
、
協
力
事
業
所
に
な
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▼
従
業
員
が
消
防
団
員
と
し
て
、
１
人

　

以
上
入
団
し
て
い
る
。

▼
従
業
員
の
消
防
団
活
動
へ
の
配
慮
に

　

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

▼
災
害
時
な
ど
に
事
業
所
の
資
機
材
な

　

ど
を
消
防
団
に
提
供
す
る
な
ど
協
力

　

を
し
て
い
る
。

▼
事
業
所
に
機
能
別
分
団
な
ど
を
設
置

　

し
て
い
る
。

▼
そ
の
他
、
消
防
団
活
動
に
協
力
す
る

　

こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
消
防
防
災
体

　

制
の
充
実
強
化
に
寄
与
し
て
い
る
。

＊
申
請
時
に
消
防
関
係
法
令
遵
守
状
況

　

に
つ
い
て
消
防
署
の
立
入
検
査
が
あ

　

り
ま
す
（
２
年
ご
と
に
更
新
が
必
要
）。

消
防
団
協
力
事
業
所
に
な
る
と

　
「
消
防
団
の
活
動
に
協
力
す
る
事
業

所
等
を
応
援
す
る
県
税
の
特
例
に
関
す

る
条
例
（
消
防
団
応
援
条
例
）」
に
よ

り
、
消
防
団
活
動
に
協
力
す
る
事
業
所

は
、
事
業
税
の
軽
減
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
控
除
内
容

　

各
事
業
年
度
の
事
業
税
の
２
分
の
１

に
相
当
す
る
額
を
控
除
（
１
０
０
万
円

を
限
度
）

▼
対
象

　

次
の
要
件
を
満
た
す
、
知
事
の
認
定

を
受
け
た
法
人
（
資
本
金
も
し
く
は
出

資
金
の
額
が
１
億
円
以
下
の
法
人
ま
た

は
出
資
金
の
額
が
１
億
円
を
超
え
る
特

別
法
人
に
限
る
。）
ま
た
は
個
人

（
１
）
県
内
に
事
業
所
等
を
有
し
、
か
つ

　

当
該
事
業
所
等
の
全
て
が
県
内
市
町

　

の
「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」

　

の
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

（
２
）
県
内
の
事
業
所
等
に
お
け
る
使
用

　

人
な
ど
の
う
ち
、
消
防
団
員
が
１
人

　

以
上
（
出
資
金
の
額
が
１
億
円
を
超

　

え
る
特
別
法
人
に
あ
っ
て
は
３
人
以

　

上
）
い
る
こ
と
。

（
３
）
消
防
団
活
動
に
配
慮
し
た
規
程

　
（
就
業
規
則
な
ど
）
を
整
備
し
て
い
る

　

こ
と
。

＊
出
資
金
が
１
億
円
を
超
え
る
特
別
法

　

人
は
、
地
方
税
法
に
規
定
す
る
特
別

　

法
人
で
あ
っ
て
、
平
成
28
年
４
月
１

　

日
以
後
に
事
業
年
度
を
開
始
す
る
事

　

業
税
か
ら
対
象
に
な
り
ま
す
。

事業所名 所在地
株式会社加藤組 牧之原市静波1637番地
セコム株式会社榛原営業所 牧之原市静波70番地９　第５YAMAMOTOビル
株式会社ハイナン 牧之原市静波121番地
有限会社榛原クリーンサービス 牧之原市細江1224番地１
株式会社木村組 牧之原市細江1563番地
株式会社松浦組 牧之原市細江3212番地１
有限会社大石建材 牧之原市坂部2919番地１
水野建設工業株式会社 牧之原市東萩間2918番地２
山本電機株式会社 牧之原市勝間684番地３
有限会社木下組 牧之原市勝田1258番地
株式会社明建 牧之原市女神21番地２
有限会社ＹＫ電気 牧之原市大寄201番地１
相良建設株式会社 牧之原市大江33番地２
株式会社クボバン 牧之原市大江598番地３
大石電設株式会社 牧之原市地頭方148番地１
本目商事株式会社 牧之原市地頭方935番地９
共和建設株式会社 牧之原市地頭方2194番地８
株式会社鈴木土建 牧之原市堀野新田161番地
株式会社望月塗工 御前崎市白羽5713番地11
東遠ガス熔材株式会社 吉田町片岡2206番地の１

■牧之原市消防団の活動に協力している消防団協力事業所

Makinohara City Information市政情報—

議
会
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

追
加
接
種
（
３
回
目
接
種
）
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
健
康
推
進
課　
☎
（
23
）
０
０
２
４

議
会

健
康

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種
し

た
場
合
で
も
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
ワ

ク
チ
ン
の
有
効
性
が
低
下
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
が
追
加

接
種
（
３
回
目
接
種
）
の
実
施
に
つ
い
て

方
針
を
示
し
、
本
市
で
も
、
国
の
方
針
に

基
づ
き
接
種
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

接
種
対
象
者

▼
２
回
目
接
種
を
完
了
し
た
日
か
ら
、
原

　

則
８
カ
月
以
上
経
過
し
た
人

▼
18
歳
以
上
の
人

接
種
が
受
け
ら
れ
る
時
期

▼
令
和
４
年
９
月
30
日
ま
で
（
予
定
）

＊
３
回
目
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
令
和

　

４
年
１
月
30
日
ま
で
に
、
２
回
目
接
種

　

を
終
了
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
方
法

▼
個
別
接
種
＝
市
内
医
療
機
関

▼
集
団
接
種
＝
静
波
体
育
館

＊
医
療
従
事
者
は
勤
務
し
て
い
る
医
療
機

　

関
ま
た
は
医
師
会
単
位
な
ど
で
、
施
設

　

入
所
者
は
施
設
医
な
ど
と
調
整
し
て
実

　

施
予
定
で
す
。

使
用
ワ
ク
チ
ン

▼
当
面
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク
チ
ン
を
使

　

用
し
ま
す
（
今
後
は
、
武
田
／
モ
デ
ル

　

ナ
社
ワ
ク
チ
ン
も
使
用
予
定
）。

▼
初
回
接
種
（
１
回
目
・
２
回
目
接
種
）

　

と
追
加
接
種
（
３
回
目
接
種
）
は
異
な

　

る
ワ
ク
チ
ン
（
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク
チ

　

ン
ま
た
は
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
ワ
ク
チ

　

ン
）
で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

接
種
券
の
発
送

　

医
療
従
事
者
か
ら
順
に
、
８
カ
月
以
上

経
過
し
た
人
へ
接
種
券
を
発
送
し
ま
す

（
２
週
間
ご
と
に
発
送
予
定
）。
接
種
券
が

お
手
元
に
届
き
次
第
、
電
話
も
し
く
は
予

約
サ
イ
ト
か
ら
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
施
設
に
入
所
し
て
い
る
高
齢
者
の
接
種

　

券
は
、
施
設
ご
と
に
お
渡
し
し
ま
す
。

＊
２
回
目
接
種
の
後
に
牧
之
原
市
に
転
入

　

し
た
人
は
、
市
に
接
種
記
録
が
な
い
た

　

め
、
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
申
請
を

　

お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

▼
接
種
で
き
る
医
療
機
関
や
日
程
な
ど
に

　

つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第
、
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
や
広
報
ま
き
の
は
ら
な
ど
で
お

　

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
１
・
２
回
目
の
接
種
を
し
て
い
な
い
人

　

は
、
佐
故
医
院
と
田
形
内
科
医
院
で
接

　

種
で
き
ま
す
。
予
約
サ
イ
ト
か
ら
予
約

　

し
て
く
だ
さ
い
。

税
金

固
定
資
産
税
と
は

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
に
お
け
る
市
内
の
固
定
資
産

（
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
）
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
る
地
方
税
で
す
。
年

の
途
中
の
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
り

所
有
権
が
移
転
し
た
場
合
で
も
、
そ

の
年
度
分
は
１
月
１
日
現
在
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
税
は
、
市
税
全
体
の
約
半
分

を
占
め
て
お
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や

公
共
事
業
な
ど
を
行
う
た
め
の
重
要

な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

納
税
義
務
者

　

固
定
資
産
税
を
納
め
て
い
た
だ
く

人
は
、
原
則
と
し
て
固
定
資
産
の
所

有
者
と
な
り
ま
す
。

税
額
の
算
出
方
法

　

固
定
資
産
税
の
税
額
は
「
課
税
標

準
額
×
税
率
」
に
よ
り
算
出
さ
れ
ま

す
。

税
率
と
課
税
標
準
額
に
つ
い
て

　

本
市
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
税

１
月
１
日
現
在
の
固
定
資
産
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
税
務
課　
小
林
孝
明・山
口
佑
介　
☎
（
23
）
０
０
３
５

率
は
１
・４
％
で
す
。

　

課
税
標
準
額
は
、
原
則
と
し
て
固

定
資
産
の
価
格
（
評
価
額
）
と
同
じ

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
住
宅
用
地

の
よ
う
に
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
る

場
合
や
、
宅
地
の
税
負
担
の
調
整
措

置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
は
、
適
用
後

の
算
定
額
と
な
り
ま
す
。

評
価
の
方
法

　

総
務
大
臣
が
定
め
た
基
準
に
基
づ

い
て
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

［
土
地
］

　

地
価
公
示
価
格
や
不
動
産
鑑
定
評

価
価
格
を
基
に
、
宅
地
や
農
地
、
山

林
や
原
野
、
雑
種
地
な
ど
地
目
別
に

定
め
ら
れ
た
評
価
方
法
に
よ
り
行
い

ま
す
。

［
家
屋
］

　

完
成
し
た
家
屋
の
構
造
材
や
外
装
、

内
装
な
ど
に
評
点
を
付
け
る
家
屋
調

査
に
基
づ
い
て
算
定
し
た
価
格
に
、

経
過
年
数
な
ど
の
補
正
率
を
乗
じ
て

算
出
し
ま
す
。

［
償
却
資
産
］

　

資
産
の
取
得
時
期
や
取
得
価
格
、

耐
用
年
数
に
基
づ
き
、
経
過
年
数
に

応
じ
た
減
価
を
考
慮
し
て
算
出
し
ま

す
。
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